
⼭国川における
景観に配慮した河川整備につ

いて

⼭国川河川事務所 中津出張所

流域の概要

• 流域⾯積：540km2

• 56km 
• 直轄管理区間：29.0km
• 流域内⼈⼝：約3万6千⼈
• 流域内市町村

⼤分県:中津市
福岡県:吉富町、上⽑町

• 源流：⼤分県中津市⼭国町英彦⼭
• 沿川は名勝耶⾺溪に指定及び流域

の約８割は耶⾺⽇⽥英彦⼭国定公
園。

etc）

美しい⾃然環境が特徴的な河川
景観に配慮した河川整備が必須

『 耶馬溪』

・ 静岡県『 三保松原』
・ 北海道『 大沼公園』

と 並ぶ

と は…

『 新日本三景』

流域の概要

青地区

柿坂地区

樋田地区

久保地区



事 業 名：⼭国川床上浸⽔対策特別緊急事業（平成25年5⽉採択）
事業期間：平成25年度 29年度
事 業 費：約74億円
事業箇所：⼭国川15k400 25k600（10.2km）
事業内容：13地区で堤防整備、河道掘削等を実施

※築堤・護岸（約14km）、河道掘削（約30万m3）、樋管（13基）、陸
閘（5基）
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③⻘地区

④上曽⽊地区①樋⽥地区

⑥冠⽯野地区

⑦多志⽥地区

⑧中川原地区

⑨平⽥地区
⑩⼾原地区（上⼾原）

⑪⼩友⽥地区

⑬柿坂地区

H27年度完了

⑩⼾原地区（下⼾原）

耶⾺溪橋

②曽⽊地区 ⑤蕨野地区

⑫栃⽊地区

築堤護岸
河道掘削
樹⽊伐採

多⾃然アドバイザー会議
（年1回以上）

景観ワーキング
（⽉1回程度）審議

アドバイス

報告
河川⼯学や景観デザイン、多⾃然川づくり等
を専⾨とする学識経験者の⽅々による会議。

現地指導

⼟⽊構造物の景観デザインに精通する学識
経験者の⽅々から、特に現場にてアドバイ
スを頂く仕組み

現地指導

⼭国川の美しい流れとその周辺の奇岩・秀峰が織りなす良好な河川環境との
調和を図り、昔ながらの素朴な⾵景を後世に残せるように、景観に配慮した
整備に努める

■景観のコンセプト



景観の統⼀性・思想を継承景観カルテ

改修・維持⼯事の実施ルール（⼭国川ルール）
• 景観⽅針
• 各⼯種における基本⽅針と考え⽅

・パラペットの表⾯・端部処理
・⽯積みの⽅法・天端処理
・河道掘削⾯の仕上げ など

・施⼯要領図
・施⼯上の留意点

施⼯現場への展開

九州北部豪⾬からの
復興への歩み



（現場で施⼯時留意事項共有）

元請け業者だけでなく、個々の作業員とも留意事項を共有。

改修前の壁⾯（川裏）

改修前の護岸・壁⾯（川表）

改修後の護岸及び階段⼯

⼤イチョウ

⽯材

笠⽯

野⾯⽯積み

再利⽤

保全

再利⽤

野⾯⽯積み

改修前の壁⾯の
⽯材を再利⽤

改修前の笠⽯を再利⽤

パラペットの表⾯は
洗い出し仕上げ

⼤イチョウを保全

現地発⽣材を有効に活⽤することで、周辺景観とより馴染んだ仕上がりとなる。



青地区

柿坂地区

樋田地区

久保地区

『 耶馬・日田・英彦山 国定公園 』 内での、河道掘削工事

施工箇所

周辺景観

調和
右岸側

琵琶淵

左岸側

岩盤を掘削

巨岩

① 流下能力を確保し た上で周辺景観と 調和

し た完成形状に仕上げる

課題と し て…

② 完成形状について関係機関と の情報共有
を図るため『 見える化』 する必要がある



(市道)

L=37.000 TH=105.835
GH=105.63

1/200～1/100程度

軟岩

1:0.5程
度

4800 8900

+100.168

1900 7000

２次元図面では自然な岩盤形状が表現できない…

完成形状が単調になり、周辺景観と調和しない！

２次元図面 他工区の岩盤掘削形状

形状の変化点が無数にあるため、３ＤＣＡＤにより
ひとつづつ構成点をつくるには限界がある！

３ＤＣＡＤで自然な岩盤形状を表現するには限界がある…

山国川特有の岩盤形状 完成形状を３ＤＣＡＤで表現

完成模型を作製 現地へ再現

完成模型を作製し、その形状をＩＣＴ技術を用い現地に再現する

完成模型により、岩盤の掘削形状を見える化することで
課題解決を図れるのではないか と発想

ＩＣＴ技術

１．３次元起工測量

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰによる起工測量

２．完成イメージ模型を作製

色も含めた、景観模型を作製

３．完成模型を３Ｄスキャニング

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰにより、模型をｽｷｬﾆﾝｸﾞ

４．ＣＩＭモデル化

完成模型を３次元データ化

５．ＩＣＴ施工

ＩＣＴ建設機械による施工

６．工事完成

出来形評価



現況地形の３ 次元データ を取得

レーザースキャナーにより現況地形を計測

３ 次元起工測量の現況地形データ をもと に模型を作製

横断形状の抽出
（ 縮尺＝１ ： １ ）

抽出断面の合成
（ 平面縮尺＝１ ： １ ０ ０ ）
（ 標高縮尺＝１ ： ５ ０ ）

現況地形の点群データ 模型下地の作製状況

モルタ ル整形 岩盤形状の最終仕上げ

完成をイメ ージし た模型を作成し 、 自然な岩盤形状を創出 

周辺景観と 調和する
岩盤の掘削形状を表現

最終調整と 着色

関係者と の見える化による合意形成

地域住民と の合意形成発注者・ 受注者の事前確認



自然な岩盤形状を表現し た模型が完成 

模型を 地上型レーザースキャナーにより３次元データ化

完成模型をスキャ ニング

模型の点群データ 化（３次元データ）

工事施工範囲

３ 次元マシンガイダンス仕様のバッ クホウによる掘削

掘削高が表示さ れる

地上型レーザースキャナーによる面管理を実施

・ 平場であれば、約９割程度は規格値の８０％以内で管理することができた。



完成模型を作製し、３次元設計データ化することで、現地の仕上がり形状を
周辺景観と調和させることができた。

模型の完成形状を現地に再現

完成模型 完成写真

河川の流下能力を確保した上で、周辺景観と調和する自然な岩盤
形状を創出することができた。


